
No.77
R５年11.２発行議会だより

あさぎり町

議会だより
あさぎり町

令和４年度決算…………………………… 2〜 7P
一般質問………………………………… 11〜 17P
常任委員会・一部事務組合報告……… 18〜 20P
議会の動き……………………………… 22〜 23P

通年議会
第３〜７回会議



一般会計歳出

あさぎり町議会だより　No.77　　（2）

歳 出
（使ったお金）
134億8,518千円

災害復旧費
3億86,367千円

2.9%
消防費

4億57,011千円
3.4%

土木費
10億44,427千円

7.8%

商工費
1億91,997千円

1.4% 衛生費
8億55,577千円

6.4%

総務費
31億10,862千円

23.2%

民生費
34億24,441千円

25.5%

議会費
93,978千円

0.7％

公債費
11億89,051千円

8.9%

教育費
15億62,595千円

11.7%

農林水産業費
10億92,212千円

8.1%

134億8,518千円
　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の
日
程
で
開
い
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政
の
課
題
を
質
し
た
。

【
質
問
の
内
容
は
Ｐ
11
〜
Ｐ
17
】

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
６
議
案
、
令
和
４
年
度
一
般

会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
を
慎
重
に
審
議
。

　
全
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
た
。

前年度比6.3％減

第6回
会議

令和５年度決算令和４年度

令和４年度　各会計決算額
会計名 歳入 歳出

一　般　会　計 143億60,578千円 134億8,518千円
特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 21億13,081千円 20億90,466千円
後 期 高 齢 者 医 療 2億40,644千円 2億10,373千円
介 護 保 険 20億44,349千円 18億77,915千円
球 磨 郡 介 護 認 定 審 査 事 業 44,909千円 32,046千円
球 磨 郡 障 害 者 認 定 審 査 事 業 9,144千円 5,785千円

企　
業

水 道 事 業
会 計

収 益 的 収 支 4億24,725千円 3億98,254千円
資 本 的 収 支 4億47,130千円 5億44,881千円

下 水 道 事 業
会 計

収 益 的 収 支 6億24,878千円 6億7,213千円
資 本 的 収 支 1億95,327千円 4億54,107千円

合　　　　　　　　計 207億63,549千円 196億24,303千円
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　令和４年度一般会計の歳出決算額は、134億8,518千円で、前年度比9億4,635
千円（△6.3％）の減となった。減少の要因は、子育て世帯への新型コロナ感染症
対策事業の終了、特定目的基金積立金が減少したため。
　長引くコロナ禍で町民の生活を守るために、農林業者・商工業者などの事業支
援や地域経済循環対策、各種施策を推進した。
　ここでは、決算の状況と主な事業を報告する。

歳 入
（入ってきたお金）
143億60,578千円

町債
20億71,200千円

14.4%

地方交付税
50億54,978千円

35.2%

町税
12億75,836千円

8.9%

県支出金
10億49,074千円

7.3%

地方譲与税・
交付金・寄附金・
財産収入など

13億19,190千円
9.2%

諸収入
2億48,818千円

1.7%

国庫支出金
20億22,734千円

14.1%

繰入金・繰越金
13億18,748千円

9.2%

歳 出
（使ったお金）
134億8,518千円

災害復旧費
3億86,367千円

2.9%
消防費

4億57,011千円
3.4%

土木費
10億44,427千円

7.8%

商工費
1億91,997千円

1.4% 衛生費
8億55,577千円

6.4%

総務費
31億10,862千円

23.2%

民生費
34億24,441千円

25.5%

議会費
93,978千円

0.7％

公債費
11億89,051千円

8.9%

教育費
15億62,595千円

11.7%

農林水産業費
10億92,212千円

8.1%

◆
財
政
用
語
の
解
説
◆

【
地
方
交
付
税
】町
の
財
政
力
に
応
じ

て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫・県
支
出
金
】町
が
行
う
事
業

に
対
し
て
国・県
か
ら
補
助
さ
れ
る

お
金

【
町
債
】事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め

国
な
ど
か
ら
借
り
た
お
金

【
地
方
譲
与
税
】国
税
で
あ
る
自
動

車
重
量
税
な
ど
が一
定
の
割
合
で
町

に
交
付
さ
れ
る
お
金

【
繰
入
金
】積
立
金
か
ら
取
り
崩
し

た
お
金

【
諸
収
入
】延
滞
金
、預
金
利
子
な
ど

の
お
金

【
総
務
費
】一
般
的
な
事
務
経
費
や

財
産
管
理
な
ど
の
経
費

【
民
生
費
】高
齢
者
や
児
童
な
ど
社

会
福
祉
の
た
め
の
経
費

【
衛
生
費
】集
団
検
診
や
ご
み
処
理

な
ど
の
経
費

【
農
林
水
産
業
費
】農
林
水
産
業
の

振
興
や
農
道・林
道
の
整
備
な
ど
の

費
用

【
商
工
費
】商
工
業
の
振
興
や
観
光

開
発
の
経
費

【
土
木
費
】町
道
や
河
川
整
備
な
ど

の
費
用

【
教
育
費
】学
校
教
育
や
社
会
教
育

な
ど
の
経
費

【
公
債
費
】事
業
を
行
う
と
き
に
借
り

た
お
金
の
返
済
金

お
し
え
て

ひ
ば
り
ち
ゃ
ん

町の財政状況
　「健全段階」

財政健全化判断比率等審査意見書

決算の詳細は
町のHPから

全会一致で認定

※
ひ
ば
り
は
町
鳥
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スマートウェルネスシティ事業
（健幸運動教室等　15,529千円）

令和2年7月豪雨・令和3年7月〜8月豪雨・
令和4年台風14号災害復旧事業
（農地・林道・林道施設）
2億52,468千円

１
４
３
億
６
０
５
７
８
千
円

１
５
１
億
６
１
８
８
９
千
円

１
４
７
億
１
７
８
７
３
千
円

１
１
５
億
５
８
１
４
千
円

１
１
７
億
１
１
３
５
７
千
円

１
１
６
億
１
９
８
５
９
千
円

１
１
３
億
１
８
５
５
６
千
円

１
０
８
億
１
８
０
０
９
千
円

１
１
１
億
９
１
１
１
７
千
円

１
１
６
億
４
６
８
６
１
千
円

１
１
０
億
７
３
９
０
１
千
円

１
２
３
億
１
７
９
３
千
円

１
３
２
億
２
０
７
７
３
千
円

１
１
９
億
５
５
９
８
８
千
円

１
０
２
億
５
８
１
０
８
千
円

150億

180億
一般会計歳入決算額と人口の推移

18,00017,337人
16,391人

15,442人15,442人

（人）（円）

16,000

14,000120億

90億

60億

30億

0 H20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R元 2 3 4

中学校長寿命化事業　4億29,343千円 通学路整備事業　24,343千円

新型コロナウイルス感染症対策関連　5億53,221千円
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消
防
団
員
の
確
保
ま
た
は
増

加
に
つ
な
が
る
よ
う
な
報
酬
等
の
待

遇
面
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
。

　

待
遇
面
は
で
き
る
か
ぎ
り
充

実
さ
せ
た
い
と
は
思
っ
て
い
る
が

消
防
団
幹
部
や
上
球
磨
４
か
町
村
と

の
協
議
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
は

各
組
織
間
で
温
度
差
が
あ
る
と
思
う

の
だ
が
。

　

今
後
、
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
支
援
、
ま
た
は
防
災
マ
ッ
プ
や

支
え
あ
い
マ
ッ
プ
の
作
製
支
援
等
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

防
災
士
の
資
格
取
得
に
対
す

る
経
費
の
補
助
は
。

　

資
格
取
得
の
補
助
は
内
部
で

検
討
し
た
い
と
思
う
が
消
防
団
分
団

長
経
験
者
は
申
請
だ
け
で
資
格
が
取

れ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
資
格
取
得

を
お
願
い
し
、
町
全
体
の
防
災
意
識

の
向
上
を
図
り
た
い
。

　

現
在
借
り
上
げ
て
あ
る
防
災

倉
庫
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　

現
在
２
年
目
だ
が
、
借
り
上

げ
を
続
け
る
の
か
違
う
形
で
整
備
し

て
い
く
の
か
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
空
き
家
実
態
調
査
・
空
き
家
対

策
基
本
計
画
の
成
果
と
進
め
方
は
。

　
居
住
可
能
な
空
き
家
か
ら
倒
壊

ま
た
は
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
空
き
家
は

６
７
４
戸
あ
り
、
空
き
家
の
解
体
補
助
金

と
し
て
、
50
万
円
３
件
分
を
予
算
化
。

　

第
二
庁
舎
建
設
に
関
連
し

て
町
有
林
（
70
年
生
檜
）
５
㌶
で

２
，
０
２
０
㎥
か
ら
選
別
し
て

１
，
３
０
０
㎥
を
使
用
す
る
と
説
明

が
あ
っ
て
い
る
。
不
足
分
が
出
る
こ

と
に
納
得
で
き
な
い
。

　

伐
採
か
ら
運
搬
ま
で
予
定
ど
お

り
、
製
材
を
行
っ
た
結
果
、
不

足
分
が
生
じ
た
。

　

財
政
力
指
数
は
県
下
45
市
町

村
中
39
位
の
位
置
に
あ
り
、
監
査
意

見
書
で
財
政
力
強
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
今
の
財
政
状
況
を
ど
う
捉

え
て
い
る
か
。

　

自
主
財
源
に
乏
し
く
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
ら
ざ

る
得
な
い
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
に
行

財
政
改
革
を
進
め
、
未
来
に
つ
な
が

る
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
。

　

行
政
区
の
再
編
成
の
取
り

組
み
は
。

　

行
政
区
の
再
編
成
に
つ
い
て

上
地
区
を
主
に
出
向
い
て
話
を
し
た

が
、
将
来
的
に
は
統
合
も
必
要
か
も

し
れ
な
い
と
の
意
見
も
あ
っ
て
い
る

が
、
現
時
点
で
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
判
断
し
て
い
る
。

　

消
防
団
の
費
用
弁
償
に
つ
い

て
は
、
１
，
１
０
０
円
と
な
っ
て
い

る
。
郡
内
で
は
下
の
方
で
あ
り
、
改

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
実
態
を
精
査
し
て
み
る
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
績
と
感
想
は
。

　

8
事
業
者
に
参
加
い
た
だ

き
、
①
地
元
の
神
社
の
祭
り
や
地
域

の
行
事
に
触
れ
ら
れ
た
こ
と
も
良

か
っ
た
、
②
近
隣
の
市
町
村
と
の
連

携
が
で
き
た
ら
も
っ
と
良
い
の
で
は

と
の
意
見
を
頂
い
て
い
る
。

総
務
課

企
画
政
策
課

問答

問

答 問

答

問答

問答問答問

答問答問答

問答

令和４年度決算
審議内容の抜粋

消防団の費用弁償は
　  郡内では下位である

借り上げ中の㈲江里運送倉庫

モニターツアーの様子
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地
方
バ
ス
運
行
等
特
別
対
策

補
助
金
が
約
２
，
７
０
０
万
円
、
く

ま
川
鉄
道
経
営
安
定
化
補
助
金

１
，
９
０
０
万
円
と
あ
る
が
、
公
共
交

通
機
関
の
今
後
の
見
通
し
は
。

　

鉄
道
が
な
い
村
で
は
バ
ス

が
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
の
で
両

方
存
続
と
い
う
形
で
進
め
て
い
る

が
、
財
政
負
担
等
の
問
題
も
含
め

て
関
係
市
町
村
で
協
議
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

総
合
戦
略
費
で
は
ど
の
よ
う

な
事
業
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
こ

れ
か
ら
の
総
合
戦
略
室
の
位
置
づ

け
は
。

　

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
事
業
等
の
推
進
に
活
用
し
た
。

現
在
は
ま
だ
組
織
改
革
を
行
っ
て
い

な
い
の
で
、
こ
れ
ま
で
通
り
総
合
戦

略
室
と
し
て
動
い
て
い
る
。

　

財
産
に
関
す
る
調
書
の
立

木
の
推
定
蓄
積
量
の
計
算
方
法

と
、
固
定
資
産
台
帳
の
金
額
の
計

算
方
法
は
。

　

立
木
の
推
定
蓄
積
量
は
町
の

森
林
経
営
計
画
よ
り
材
積
を
算
出
し

金
額
は
国
税
庁
の
立
木
の
標
準
価
格

表
を
用
い
て
い
る
。

　

谷
水
薬
師
の
休
憩
所
を
含
め

て
の
管
理
に
は
、
谷
水
薬
師
保
存

会
の
高
齢
化
等
の
課
題
が
見
え
て

い
る
が
。

　

夕
薬
師
や
麓
城
の
紅
葉
の
時

期
等
は
、
警
備
会
社
に
駐
車
場
の
誘

導
等
を
委
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
他

の
管
理
に
つ
い
て
は
高
齢
化
等
の
課

題
も
あ
る
の
で
今
後
検
討
し
た
い
。

　

市
町
村
た
ば
こ
税
が
予
算
額

に
対
し
約
１
，
２
０
０
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
る
が
積
算
の
根
拠
は
。

　
例
年
、
前
年
度
調
定
見
込
額
の

９
割
掛
け
で
算
出
し
て
い
る
。
た
ば
こ
税

率
の
改
正
や
課
税
数
量
が
増
え
た
こ
と

が
、
税
収
増
の
要
因
と
思
わ
れ
る
。

　

生
ご
み
収
集
運
搬
委
託
料
と

生
ご
み
処
理
委
託
料
が
増
加
し
て
い

る
が
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
開
け
て
飲
食
店

家
庭
等
か
ら
も
増
え
て
い
る
。

　

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
、
ふ
れ
あ

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
は
。

　

ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
ド
は
令
和
２

年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
等
の
影
響
に
よ
り

８
万
６
，
４
６
４
人
、
令
和
４
年
度
は

９
万
６
，
６
５
９
人
と
増
え
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
令
和
５

年
度
９
，
０
７
０
名
、
令
和
４
年
度

１
万
４
，
３
２
８
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
名

称
が
「
か
え
で
館
」
に
変
わ
っ
た
が
看

板
の
取
替
も
必
要
で
な
い
か
。

　

現
在
の
取
組
と
し
て
、
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
ふ
れ
あ

い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
か
え
で
館
）
と

い
う
記
載
方
法
で
周
知
し
て
い
る
。

愛
称
が
浸
透
し
て
き
た
ら
、
時
期
を

見
極
め
て
変
え
て
い
き
た
い
。
看
板

に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
。

　

し
ら
が
ね
寮
の
今
後
の
あ
り

方
は
、
民
間
譲
渡
が
良
い
の
で
は
。

　

民
営
化
の
方
向
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答 問 答 問

答町
民
課

問答問生
活
福
祉
課

答 税
務
課

問

財
政
課

問

答問商
工
観
光
課

問答

谷水薬師の売店

答

令和４年度決算
審議内容の抜粋

生ごみの収集地区の
拡大を！

答

しらがね寮全景

問
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障
が
い
児
通
所
支
援
費
の
人

数
は
。

　

令
和
４
年
度
で
対
象
者
が

１
０
３
名
、
通
所
し
て
い
る
事
業
所

が
18
あ
る
が
町
内
で
は
５
事
業
所
毎
年

１
０
０
人
前
後
が
利
用
し
て
い
る
。

　

地
域
に
住
む
人
に
寄
り
添
っ

て
仕
事
を
す
る
事
が
地
方
自
治
体
の

役
割
で
あ
る
の
に
、
生
活
困
窮
者
が

受
給
で
き
る
は
ず
の
保
護
費
が
社
協

の
職
員
の
ミ
ス
で
受
給
で
き
な
か
っ

た
事
案
の
顛
末
と
対
応
に
つ
い
て
。

　

ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
は
事

実
で
あ
り
、
よ
き
方
向
に
向
か
う
よ

う
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
自
立
支
援
に
つ
な
が
る
自
信
や

生
き
が
い
を
も
っ
て
社
会
参
画
を
し
て

い
く
「
農
福
連
携
」
の
取
り
組
み
は
。

　

障
が
い
者
の
方
の
就
労
支
援

と
、
農
業
部
門
の
高
齢
化
や
労
働
力
不
足

を
補
う
取
り
組
み
と
し
て
、
障
が
い
者
の

方
と
農
家
の
方
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
熊
本
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

健
幸
運
動
教
室
の
課
題
の
中

で
、
自
分
で
運
動
を
行
う
こ
と
に
加

え
、
運
動
を
通
し
て
見
て
楽
し
む

仲
間
づ
く
り
の
機
会
の
増
加
と
あ
る

が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
い
ろ
ん
な
デ
ー
タ
を
収
集
し
た

中
で
、
社
会
参
加
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
大
事
と
い
う
こ
と
で
、
運
動
教
室
は

１
年
経
過
す
る
と
自
主
運
営
と
な
る
の
で

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
等
、
活
用
し
な
が

ら
各
地
区
で
拡
げ
参
加
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

須
恵
文
化
ホ
ー
ル
の
利
用
者

数
、
自
主
文
化
活
動
計
画
は
。

　

令
和
４
年
度
は
大
ホ
ー
ル
の

天
井
等
の
改
修
を
行
っ
た
の
で
自
主

文
化
事
業
は
実
施
し
て
い
な
い
。
利

用
者
数
は
令
和
４
年
度
５
，
０
４
９
人

う
ち
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
う

分
が
３
，
５
０
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
利
用
で

き
な
い
状
態
で
あ
り
来
年
度
に
向

け
て
自
主
事
業
等
を
予
算
計
上
し

た
い
。

　

免
田
丸
池
に
群
生
し
て
い
た

町
花
「
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
」
が
絶
滅
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
現
状
と
対
応

策
に
つ
い
て
。

　
保
全
・
保
護
の
た
め
、
専
門
家

の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
必
要
で
あ
れ

ば
「
検
討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
必

要
経
費
の
予
算
計
上
を
す
る
。

　

上
村
焼
の
運
搬
量
、
保
管

場
所
は
。

　

寄
贈
さ
れ
た
上
村
焼
は
約

１
５
０
個
。
現
在
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
保
管
保
存
し
て
い
る
。

　

鳥
獣
害
対
策
と
し
て
、
銃
免

許
取
得
・
道
具
・
弾
な
ど
の
補
助
の

考
え
方
は
。

　

捕
獲
隊
の
活
動
補
助
を
し
て

お
り
、
個
人
所
有
物
に
対
し
て
は
考

え
て
い
な
い
。

　
歯
科
口
腔
検
診
受
託
料
が
80
名

と
な
っ
て
い
る
が
、
全
体
の
何
割
か
。

　
被
保
険
者
が
平
均
２
，
９
９
０

名
で
２
・
６
％
の
方
が
受
診
し
て

い
る
。

問答

健
康
推
進
課

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

問答

問答

問答

教
育
課

答問答

問答

農
林
振
興
課

問答

段ボールに保管されている上村焼

令和４年度決算
審議内容の抜粋

町花リュウキンカは
どうなってるの？

絶滅の恐れがあるリュウキンカ
（令和４年４月撮影）

問答問
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第３回から第７回会議 全議案
全会一致で可決

第３回会議（７月 18 日開議）

１．須恵送水ポンプ場整備工事
　（第2期）請負契約の締結について

契約の相手　有限会社皆越電気工業
契約金額　89,430千円

２．川南浄水場砂洗機の買入れについて
契約の相手　㈱水機テクノス福岡支店
契約金額　9,570千円

３．中学校改修に係る学校備品の買入れについて
契約の相手　株式会社ＯＡシステム岩本
契約金額　4,451千円

４．専決処分
　令和４年９月の台風14号により岡原地区全域の断水が発生。緊急時用井戸の運用
を開始し水道水を配水したが、部品への砂混入により家庭の機器が故障したため損害
賠償をした。
戸数　４戸　金額121千円
（損害額は全額、保険により補填される）

第４回会議（８月７日開議）

１．旧東庁舎解体工事について
契約の相手　有限会社冨山産業
契約金額　63,800千円

２．旧上庁舎解体工事について
契約の相手　丸昭建設株式会社
契約金額　106,370千円

３．専決処分
一般会計補正予算（第3号）
歳入歳出それぞれ16,5000千円を追加、
総額130億17,797千円とする。
令和5年6月　台風6号によるもの
・林業施設災害復旧費　12,000千円　設計委託料
・公共土木施設災害復旧費　4,500千円　設計委託料

旧東庁舎解体

旧上庁舎解体

須恵送水ポンプ場の建設状況
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第５回会議（８月 28 日開議）
１．町道立野線災害復旧工事その１（令和４年発生災害）
　　請負契約の締結について

契約の相手　有限会社冨山産業
契約金額　94,380千円

２．テレワーク拠点整備工事請負変更契約の締結について
契約の相手　株式会社勇工務店
変更による増額　16,456千円

３．町長の給料の減額に関する条例の制定について
9月1日から11月30日まで3カ月10％を減じるもの。
理由：テレワーク拠点整備工事における不適切な事務処理（旧上保健センター
　　　トイレ工事の事前着工が確認された）ため。

４．専決処分
⑴旧岡原庁舎解体工事の増額による契約変更
　金額　592千円

⑵一般会計補正予算（第4号）
歳入歳出それぞれ1,460千円を追加、総額130億32,397千円とする。
令和５年６月　台風６号による
・災害復旧費　農地費　3,800千円機械借上料
・林道維持費　2,000千円機械借上料
・河川総務費　1,300千円重機借上料
・農地災害復旧費　500千円測量委託料

⑶令和５年５月22日　免田マンホールポンプ２の故障により汚水がもれ圃場へ
　流入し飼料作物の収穫ができなかったため損害賠償した。
　件数１件　金額108千円（損害額は全額、保険により補填される）

第６回会議（９月８日開議）
１．公共施設マネジメント調査特別委員会報告

多額の投資を伴う光ブロードバンド整備事業に下記の点を重視すること。
⑴全ての町民がデジタル化によるメリットを享受できる社会にするため加入率の増加
を図る。

⑵事業費の圧縮等効率的な整備策について配慮する。
⑶既存の通信事業者と新規通信事業者との連携、協業等によって他自治体以上の町民
サービスが提供できるような具体的提案を求める。

⑷地デジ難視聴対策について具体的な提案を求める。
２．一般会計補正予算（第5号）

歳入歳出それぞれ3億66,162千円を追加
総額133億98,559千円とする。
主な事業　
・光ブロードバンド整備事業補助金　90,000千円
　令和６~令和７年度　９億円（債務負担行為補正）
・財政調整基金積立金　2億5,101千円
・eスポーツイベント企画運営業務委託料
　　　328万1千円（町制施行20周年記念イベント）
・須恵小学校食堂屋根改修工事費　1,000万円

町道立野線

３月に社協で開催された
eスポーツの様子 続く

次頁に
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第６回会議（９月８日開議）
３．国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ555千円を追加。総額21億84,569千円とする。
４．介護保険特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ7,2303千円を追加。総額20億36,547千円とする。
５．水道事業会計補正予算（第1号）

収益的収入　105千円を追加
収益的支出　1,050千円を追加
資本的収入　2,600千円を追加
資本的支出　3,132千円を追加

６．権利の放棄について
水道料金　４件　134千円
滞納処分できる財産がなく、債権回収が著しく困難・不能であるため。

７．令和４年度　林道芋の八重線災害復旧工事請負契約の締結について
契約の相方　上渕建設有限会社
契約金額　61,820千円

８．スクールバス車両の買入れについて
契約の相手　株式会社球磨建機サービス
契約金額　9,540千円

９．学校給食センター配送車両の買入れについて
契約の相手方　株式会社中山自動車サービス
契約金額　9,644千円

10．議会議員の議員報酬等の減額、支給停止及び不支給に関する条例の制定について
疾病その他の事由により、長期間町議会の会議を欠席することを余儀なくされた議員
の報酬や期末手当を減額する条例を新たに制定する。

第７回会議（10 月４日開議）
町長・議員の同日選挙の手続きを明確に

１．消防団新基準活動服の買入れについて
契約の相手　　株式会社　ダイワ熊本支店
契約金額　17,393千円

２．一般会計補正予算（第６号）
歳入歳出それぞれ793千円を追加。
総額133億99,352千円とする。
（会計年度任用職員報酬等の増額）

３．町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について
地方自治法の一部改正によって、議員個人による町との請負・物品納入を、年間300
万円を上限とする。

４．町政治倫理条例の一部を改正する条例の制定について
議員の配偶者、二親等以内の親族が経営する企業は、町との請負・下請、物品納入を
300万円を上限とし、この事を遵守する。

５．町議会基本条例の一部を改正する条例の制定について
議員と町長選挙を同時に実施するための議論は、行財政改革の視点だけでなく、町政
の現状と課題を考慮するとともに町民の意見を聴取する。そのために特別委員会を設
置する。よって、議会運営の最高規範である町議会基本条例の一部を改正する。

続く
前頁に

議員報酬等の減額
支給停止の条例を制定

議員及び議員の配偶者
２親等以内の親族は町との
請負、物品購入は 300万円まで

更新予定のスクールバス（イメージ図）
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令
和
３
年
度
の
全

国
の
野
生
鳥
獣
害

に
よ
る
農
産
物
被
害
額
は

１
５
５
億
円
、
被
害
面
積
が

約
３
万
３
，
０
０
０
㌶
、
被

害
量
が
約
46
万
２
，
０
０
０

㌧
と
い
う
こ
と
だ
が
、
あ
さ

ぎ
り
町
の
農
産
物
お
よ
び
居

住
地
の
被
害
状
況
は
。

　
共
済
組
合
か
ら
得
た
被
害
の

数
値
に
な
る
が
、
令
和
３
年
度

は
、
鹿
の
水
稲
の
被
害
が
０
・
86

㌶
、
90
万
５
，
０
０
０
円
。
飼

料
作
物
関
係
が
１
・
51
㌶

32
万
２
，
０
０
０
円
。

た
ば
こ
は
一
部
被
害
が

出
て
お
り
、
０
・
12
㌶

61
万
８
，
０
０
０
円
。
イ

ノ
シ
シ
は
、
０
・
42
㌶

14
万
２
，
０
０
０
円
。
野

菜
関
係
が
０
・
15
㌶
の

９
万
７
、
０
０
０
円
で
あ
る
。

　

森
林
関
係
（
杉
、
檜
）

が
、
森
林
組
合
、
山
林
監

視
員
等
々
の
話
を
伺
っ
て

推
定
の
面
積
に
な
る
が

１
４
６
㌶
、
１
，
５
７
１
万

６
，
０
０
０
円
と
い
う
状
況

で
、
合
計
１
４
９
・
06
㌶

被
害
金
額
１
，
７
８
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
は
、
水
稲
関

係
が
０
・
82
㌶
、
２
４
１
万

１
，
０
０
０
円
。
飼
料
作
物
が

０
・
33
㌶
、
31
万
５
，
０
０
０

円
。
森
林
関
係
（
杉
、
檜
）
が

１
２
０
㌶
、
１
，
５
０
０
万

円
、
合
計
１
２
１
・
15
㌶

被
害
金
額
１
，
７
７
２
万

６
，
０
０
０
円
と
な
っ
て
お

り
、
居
住
地
の
被
害
状
況
も

こ
の
中
に
含
ま
れ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

近
年
で
は
、
猿
が

頻
繁
に
住
宅
等
に
出

没
し
、
追
い
払
お
う
と
し
て

も
逆
に
威
嚇
し
て
危
険
を
感

じ
た
と
聞
い
て
い
る
。
あ
さ

ぎ
り
町
で
は
、
10
年
ほ
ど
前

に
２
台
の
箱
罠
を
購
入
し

て
、
１
台
は
須
恵
の
山
に
設

置
し
、
も
う
１
台
は
須
恵
の

倉
庫
に
保
管
し
て
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
捕
獲
隊
か
ら
そ

の
罠
を
改
良
す
れ
ば
、
安
価

で
効
果
が
見
込
め
る
捕
獲
方

法
を
担
当
課
に
提
案
し
た
と

い
う
こ
と
だ
が
。

　
提
案
が
あ
っ
た
の
で
状
況

を
確
認
に
行
っ
た
が
、
老
朽

化
も
進
ん
で
部
品
も
紛
失
し

て
い
る
の
で
、
部
品
の
代
用

品
を
購
入
し
て
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。

　

深
田
小
学
校
の
通

学
路
で
も
猿
が
出
て

い
る
。
学
校
で
鳥
獣
害
に
対

し
て
の
予
防
策
と
周
知
を
し

て
い
る
か
。

　
今
年
は
、
深
田
地
区
の
ほ

う
で
１
件
連
絡
、
通
報
が

あ
っ
て
お
り
、
児
童
生
徒
に

刺
激
し
な
い
、
近
づ
か
な
い

指
導
を
行
い
、
保
護
者
に
対

し
て
安
全
安
心
メ
ー
ル
に
て

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
情
報
が
あ
っ
た
場
合

下
校
時
に
教
員
も
一
緒
に
下

校
し
、
見
守
り
活
動
と
い
っ

た
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
農

業
振
興
課
か
ら
目
撃
情
報
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
教
育
課

へ
の
連
絡
を
速
や
か
に
行
っ

て
、
そ
の
情
報
を
該
当
校
へ

す
ぐ
に
連
絡
す
る
連
絡
体
系

の
構
築
も
図
っ
て
い
る
。

　

町
長
は
い
ろ
ん
な

仕
事
が
あ
る
の
で
大

変
だ
と
思
う
が
、
副
町
長
を

置
く
考
え
は
。

　
も
う
少
し
だ
け
考
え
る
時

間
を
い
た
だ
き
、
副
町
長
人

事
に
つ
い
て
は
今
後
お
答
え

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
、
副
町

長
を
選
ぶ
考
え
は
。

　
今
年
度
中
に
は
、
ど
う
に

か
結
論
を
出
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問します。

※一般質問の文章については、質問者の責任に置いてそのまま記載とします。

問

鳥獣害被害及び対策は

問

問

問

問

教
育
課
長

副
町
長
を
お
く
こ
と
に

つ
い
て

町

長

ハクビシン

サルによる農作物被害問題の
イメージ

農
林
振
興
課
長

農
林
振
興
課
長

町

長

７
人
が
登
壇

一般質問

岩
い わ も と

本　恭
や す の り

典 議員
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今
年
の
旧
上
庁
舎
と

東
庁
舎
が
解
体
さ
れ

れ
ば
、
旧
免
田
町
の
庁
舎
を

除
く
合
併
前
の
す
べ
て
の
旧

庁
舎
が
な
く
な
る
こ
と
に
な

る
。
大
変
寂
し
い
思
い
も
あ

る
が
、
す
で
に
旧
岡
原
庁
舎

跡
地
が
約
３
，
0
0
0
㎡
、
さ

ら
に
旧
上
庁
舎
跡
地
は
約

3
，
4
0
0
㎡
と
相
当
な
面

積
の
更
地
が
で
き
る
が
、
そ

の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の
方

策
、
ま
た
は
検
討
状
況
は
。

　

旧
庁
舎
は
全
て
旧
耐
震

基
準
の
施
設
と
な
っ
て
お

り
、
老
朽
化
が
進
ん
で
き
た

こ
と
か
ら
令
和
３
年
３
月
に
策

定
し
た
あ
さ
ぎ
り
町
公
共
施

設
個
別
施
設
計
画
に
よ
り
解

体
の
方
針
が
決
定
し
て
い
る
。

個
別
施
設
計
画
に
お
い
て
は

施
設
の
総
量
を
縮
減
す
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
現
時

点
で
は
旧
庁
舎
跡
地
の
有
効
活

用
を
目
的
と
し
た
新
た
な
公
共

施
設
の
整
備
計
画
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
資
産
活
用
に
つ

い
て
は
議
会
、
ま
ち
づ
く
り

審
議
会
、
そ
し
て
公
有
財

産
利
活
用
審
議
会
等
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
旧
須
恵
庁
舎
跡
地
に

は
、
現
在
須
恵
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設

の
要
望
が
上
が
っ
て
い
る
。

そ
の
前
ま
で
は
地
元
地
区
の

公
民
館
建
設
に
向
け
た
話
が

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
そ

の
経
緯
は
。

　

昨
年
ま
で
は
、
地
元
地
区

の
公
民
分
館
新
規
整
備
案
と

し
て
協
議
を
し
て
き
た
が
町

か
ら
の
補
助
部
分
の
検
討
に

時
間
を
要
し
、
今
回
は
須
恵

地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
建
設
と
い
う
こ
と
で
要

望
書
が
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
こ
れ
か
ら
色
々
な
跡

地
、
更
地
の
管
理
が
出
て

く
る
と
思
う
が
、
そ
の
管
理
は
。

　

現
在
、
町
有
地
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
り

年
２
回
の
除
草
を
行
っ
て
い

る
。
旧
庁
舎
等
の
跡
地
も
こ

れ
ま
で
同
様
に
除
草
や
樹
木

の
剪
定
等
の
管
理
が
大
事
に

な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
あ
さ
ぎ
り
駅
周
辺
整

備
基
本
構
想
は
、
公
民

連
携
の
基
本
構
想
と
な
っ
て

い
る
が
、
町
長
の
駅
前
周
辺

整
備
構
想
の
想
い
は
。

　

今
回
の
基
本
構
想
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
事
業
で
さ
ら

に
踏
み
込
ん
で
導
入
可
能
性

調
査
と
い
う
も
の
を
実
施

し
、
そ
の
後
の
結
果
を
踏
ま

え
今
後
の
整
備
構
想
を
積
み

上
げ
て
い
き
た
い
。

　

基
本
構
想
の
中

の
、
国
道
２
１
９
号

の
拡
幅
等
の
整
備
の
現
状
と

今
後
の
計
画
は
。

　

国
道
２
１
９
号
の
整
備

は
、
県
で
事
業
を
進
め
ら
れ

て
お
り
、
駅
前
の
交
差
点

を
中
心
に
現
在
進
行
中
で
あ

る
。
今
年
度
は
、
交
差
点
の

改
良
に
関
連
し
て
、
県
道
多

良
木
相
良
線
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。　

ポ
ッ
ポ
ー
館
と
駅
前

広
場
は
、
駅
前
の
賑

わ
い
の
鍵
に
な
る
と
思
う
が

現
状
と
今
後
の
課
題
は
。

　

夏
に
は
駅
前
振
興
会
に
よ

る
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
冬
に
は

ウ
ィ
ン
タ
ー
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
、
商
工

会
や
あ
さ
ぎ
り
商
社
等
と
も

検
討
し
て
、
定
期
的
に
マ
ル

シ
ェ
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
イ

ベ
ン
ト
等
が
で
き
な
い
か
検

討
し
て
い
る
。

問町

長

商
工
観
光
課
長

問

問問

教
育
課
長

財
政
課
長

建
設
課
長

町

長
問

問

旧岡原庁舎跡

永
な が い

井　英
え い じ

治 議員

旧庁舎解体後の跡地は
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え
て
い
る
事
が
あ
る
か
。

　

こ
ど
も
医
療
費
の
助
成
に

つ
い
て
は
、
準
備
期
間
に
半

年
ほ
ど
か
か
る
の
で
、
来
年

１
月
実
施
を
目
指
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
。

　

そ
の
ほ
か
子
育
て
支
援
に

関
し
て
、
給
食
費
の
無
償
化

や
保
育
料
の
無
償
化
を
あ
げ

て
い
る
が
、
財
政
面
を
考
慮

し
段
階
的
に
と
思
っ
て
い

る
。
特
に
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
こ
の
人
吉
球
磨
管
内
で

も
人
吉
市
と
あ
さ
ぎ
り
町
だ

け
が
無
償
化
と
な
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
、
新
年
度
予

算
で
そ
れ
に
近
い
と
こ
ろ
に

持
っ
て
い
き
た
い
。
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

が
今
後
の
子
育
て
支
援
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
で
、
将

来
を
見
据
え
た
投
資
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
人
へ
の
投
資
と
し
て

子
育
て
世
代
を
は
じ
め

と
し
て
大
き
な
期
待
が
あ
る

わ
け
だ
が
、
実
施
へ
向
け
て

の
財
政
的
課
題
の
検
討
は
。

　

町
長
の
公
約
に
沿
っ
た
対

応
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
一

旦
始
め
る
と
経
常
的
な
経
費

に
な
る
の
で
、
健
全
な
財
政

運
営
が
で
き
る
か
と
い
う
観
点

で
検
討
に
着
手
し
て
い
る
。

他
の
質
問

・
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

出
さ
れ
た
が
、
関
係
地
区
の

中
で
は
そ
れ
を
町
の
正
式
な

意
思
と
捉
え
て
い
る
面
が
あ

り
事
情
が
複
雑
に
な
っ
て
い

る
。
公
民
分
館
の
整
備
事
業

に
つ
い
て
の
町
と
し
て
の
正

式
な
意
思
は
ど
こ
に
あ
っ
た

の
か
、
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

町
の
正
式
な
意
思
と
な
る

と
、
公
民
館
建
設
等
補
助
規

則
に
掲
げ
て
あ
る
９
割
補
助

と
、
公
民
分
館
運
営
助
成
金

が
正
式
な
意
思
だ
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
一
度
更
に
し
た

状
況
で
考
え
て
み
た
い
と
先

日
の
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

で
お
話
を
し
た
。

　

こ
の
２
、
３
年
の
中

で
、
結
果
的
に
影
響
を

受
け
た
地
区
で
混
乱
を
し
て

い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
の

で
、
今
後
の
対
応
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
た
い
。

　

町
長
の
新
た
な
施
策
と
い

う
点
で
、
今
年
度
中
と
か
あ

る
い
は
新
年
度
当
初
予
算
で

実
施
す
る
よ
う
な
こ
と
を
考

　

所
信
表
明
の
中
で

「
良
い
も
の
は
継
承
し

変
え
る
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善

し
て
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

が
、
北
口
町
政
と
し
て
の
４

か
月
が
経
過
し
、
当
然
な
が

ら
町
政
の
継
続
性
と
い
っ
た

観
点
も
あ
る
中
で
、
既
に
定

め
ら
れ
て
い
る
計
画
や
方
針

に
つ
い
て
、
そ
の
変
更
の
検

討
な
ど
に
つ
い
て
も
や
む
な
し

と
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
。

　

既
に
着
手
し
て
い
る
部
分

が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
現
時

点
で
は
立
ち
止
ま
る
こ
と
な

く
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と

い
う
状
況
。
た
だ
、
継
続
さ

れ
て
い
る
事
業
の
今
後
の
展

開
で
は
、
当
初
の
計
画
か
ら

の
修
正
な
ど
も
発
生
す
る
と

思
っ
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た

点
に
つ
い
て
は
今
後
皆
さ
ん

と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

　
以
前
、
「
共
同
使
用

公
民
分
館
建
設
の
提

案
に
つ
い
て
」
と
い
う
町
長

名
で
の
公
文
書
が
関
係
区
に

問 町

長
問

町

長

町

長

問

問財
政
課
長

あさぎり町の学校給食

小
こ た に

谷　節
せ つ お

雄 議員

施政方針の今後の
具体的な対応は



一般質問

あさぎり町議会だより　No.77　　（14）

　
個
人
情
報
の
観
点
か

ら
、
例
え
ば
校
長
会
や

教
育
委
員
の
会
議
や
P
T
A

等
で
必
要
か
ど
う
か
考
え
る

事
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
。

　

緊
急
時
や
災
害
時
に
は
名

前
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
時

代
に
即
し
た
と
こ
ろ
で
個
人

情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
言

う
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
る
中

で
、
や
は
り
今
後
検
討
さ
れ

る
べ
き
事
項
だ
と
思
う
。

他
の
質
問

・
越
水
を
繰
り
返
す
河
川
周

　
辺
へ
の
堤
防
設
置
を

　

子
ど
も
た
ち
へ
の

防
犯
意
識
と
個
人
情

報
へ
の
取
り
組
み
の
高
ま
り

を
受
け
て
、
現
在
名
札
の
使

用
は
校
内
で
の
み
と
な
っ
て

い
る
。
体
操
服
の
ゼ
ッ
ケ
ン

に
つ
い
て
は
な
い
と
言
う
学

校
も
あ
る
。
ま
た
ご
み
袋
へ

の
記
名
な
し
と
い
う
自
治
体

も
あ
る
。
今
後
の
町
の
取
り

組
み
は
。

　

ゴ
ミ
袋
へ
の
記
名
に
つ

い
て
家
庭
ご
み
の
中
に
は

様
々
な
個
人
情
報
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
等
も
あ
り
全
国

的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い
る

よ
う
だ
。

　
な
ぜ
記
名
す
る
に
至
っ
た
か

と
言
う
と
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

が
守
ら
れ
て
い
な
い
事
が
一
番

に
あ
る
と
考
え
る
。

　
ス
ト
ー
カ
ー
が
若
い

女
性
の
ご
み
を
持
ち
帰

る
と
い
う
事
案
や
ご
近
所
ト
ラ

ブ
ル
で
、
捨
て
た
ご
み
の
中
の

請
求
書
や
レ
シ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
等
個
人
情
報
が
守
ら
れ

て
い
な
い
事
案
も
耳
に
す
る
。

ご
み
袋
に
名
前
が
な
い
と
し
て

ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る

の
か
。

　

ご
み
の
分
別
が
出
来
て
い

な
い
事
が
で
て
く
る
。
無
記

名
の
場
合
は
、
中
身
を
廃
棄
物

減
量
推
進
委
員
さ
ん
に
確
認
し

て
い
た
だ
き
本
人
に
伝
え
て

や
り
直
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。
そ
う
す
る
と
本
人
が
見
ら

れ
た
く
な
い
ご
み
ま
で
出
て
く

る
可
能
性
も
あ
る
。

　
八
代
市
や
宮
崎
の
小

林
市
で
は
記
名
な
し
で

対
応
さ
れ
て
い
る
。
小
林
の

様
な
番
号
制
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

　

現
在
記
名
制
に
つ
い
て
は

苦
情
等
も
な
い
の
で
今
後
も

続
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。　

学
校
で
の
名
札
、
ゼ
ッ

ケ
ン
に
つ
い
て
現
在
の
状

況
は
。

　

名
札
に
つ
い
て
は
、
町
内

学
校
に
つ
い
て
は
学
校
の
み

で
の
使
用
、
人
吉
球
磨
管
内

で
は
、
７
市
町
村
が
学
校
の

み
で
の
使
用
、
小
規
模
校
で

名
札
が
無
い
所
が
２
校
。

ゼ
ッ
ケ
ン
に
つ
い
て
は
、
町

内
学
校
含
め
、
人
吉
球
磨
管

内
す
べ
て
使
用
し
て
い
る
。

　

地
元
南
稜
高
校
は

新
生
高
校
ス
タ
ー
ト

時
に
体
操
服
の
ゼ
ッ
ケ
ン
は

付
け
な
い
こ
と
な
っ
た
。

生
徒
指
導
の
先
生
に
確
認
す

る
と
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
と
の
事
で
あ
っ
た
。
今

回
ゼ
ッ
ケ
ン
の
有
無
に
つ
い

て
は
S
N
S
で
も
広
く
意
見

を
求
め
た
が
「
つ
け
る
の
は

当
た
り
前
で
は
」
「
誰
々
と

わ
か
る
方
が
地
域
の
見
守
り

が
で
き
る
」
「
都
会
で
の
事

件
等
他
人
事
で
は
な
い
の
で

有
無
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

て
は
」
「
無
い
の
が
当
た
り

前
だ
っ
た
の
で
違
和
感
が
あ

る
」
と
様
々
声
が
届
い
た
。

今
後
協
議
は
出
来
る
の
か
。

　

ゼ
ッ
ケ
ン
に
つ
い
て
は

授
業
及
び
集
団
行
動
時
に

早
め
に
的
確
な
指
示
が
で
き

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
等
が

出
来
る
こ
と
に
繋
げ
る
こ
と

と
な
る
。
し
か
し
、
小
規
模

校
に
お
い
て
等
、
近
隣
町
村

や
県
の
動
き
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

問問

問

問

問 町

長

町

長

町
民
課
長

町
民
課
長

教
育
課
長

教
育
長

九州内の無記名が進んでいる
ごみ処理施設

自主的に土嚢や板を設置して被害拡大を
予防する周辺住民の皆さん

加
か が や ま

賀山　瑞
み つ こ

津子 議員

施政方針の今後の
具体的な対応は
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て
、
防
災
機
能
を
上
げ
る
た

め
の
遊
水
地
の
設
置
は
で
き

な
い
か
。

既
存
の
沈
砂
池
の
用
地
買
収

に
も
課
題
が
多
く
難
航
し

た
。
県
に
対
し
て
も
、
も
っ

と
大
き
い
も
の
を
要
望
し
た

が
、
県
の
予
算
の
都
合
上
今

の
形
と
な
っ
て
い
る
。
拡
幅

に
つ
い
て
周
辺
の
住
民
の
要

望
が
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る

が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
難
し

い
と
捉
え
て
い
る
。

　
令
和
元
年
、
豪
雨
等

に
よ
る
水
路
へ
の
土
砂

流
入
対
策
及
び
排
水
機
能
向

上
対
策
の
早
期
着
工
に
関
す

る
要
望
書
が
土
地
改
良
区
か

ら
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
の
進
捗
状
況
は
。

　

切
畑
（
宮
麓
）
放
水
路
改

修
に
つ
い
て
は
、
国
県
に
要

望
し
て
い
る
が
回
答
が
な

い
。
斉
堂
放
水
路
も
同
様
で

あ
る
。
鍋
塚
放
水
路
に
つ
い

て
は
実
施
設
計
を
行
っ
て

い
る
。
他
の
箇
所
も
要
望
は

行
っ
て
い
る
も
の
の
県
の
回

答
が
な
い
も
の
も
あ
り
、
県

の
計
画
も
あ
る
こ
と
は
推
察

す
る
が
、
今
後
も
積
極
的
に

要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
。

他
の
質
問

・
山
地
災
害
の
防
止
策
に
つ

　
い
て
。

区
、
特
に
川
瀬
に
頻
繁
に
発

生
し
て
い
る
。
令
和
4
年
度

予
算
で
内
水
被
害
対
策
の
計

画
策
定
業
務
を
発
注
し
て
い

る
。
し
か
し
合
流
先
で
あ
る

球
磨
川
、
柳
橋
川
、
井
口
川

に
つ
い
て
国
、
県
と
の
計
画

調
整
の
必
要
も
あ
り
、
現
在

協
議
中
で
あ
る
。
田
頭
川
に

つ
い
て
は
、
県
の
管
理
河
川

で
あ
り
、
河
川
改
修
計
画
を

立
て
ら
れ
、
今
年
2
月
に
住

民
説
明
会
が
実
施
さ
れ
、
年

内
に
は
用
地
の
取
得
を
行
い

工
事
は
来
年
度
か
ら
の
計
画

と
な
る
。

　

森
園
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
（
岡
原
）
に
隣

接
す
る
沈
砂
池
も
令
和
4
年

9
月
の
台
風
14
号
に
お
い
て

は
、
能
力
を
オ
ー
バ
ー
す
る

状
況
に
見
舞
わ
れ
た
。
上
流

部
の
沈
砂
池
、
砂
防
ダ
ム
の

効
果
に
期
待
す
る
も
の
の
線

状
降
水
帯
等
が
か
か
っ
た
場

合
の
不
安
は
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
根
強
い
も
の
が

あ
る
。
既
存
の
沈
砂
池
周

辺
の
遊
休
農
地
を
活
用
し

　
気
候
変
動
に
よ
る
と

思
わ
れ
る
豪
雨
ま
た
は

台
風
に
よ
り
、
山
地
の
災
害

も
激
甚
化
し
つ
つ
あ
り
清
願

寺
ダ
ム
の
土
砂
堆
積
は
も
と

よ
り
、
岡
原
第
2
水
源
等
も

毎
年
の
よ
う
に
被
災
し
常
態

化
し
つ
つ
あ
る
様
に
感
じ
て

い
る
。
町
内
河
川
の
内
水
氾

濫
区
域
も
、
こ
こ
数
年
の

状
況
で
判
明
し
て
き
て
お

り
、
常
習
地
帯
で
は
事
前
の

防
水
板
、
土
の
う
で
自
衛
手

段
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
。
あ

さ
ぎ
り
町
国
土
強
靭
化
計
画

に
お
い
て
は
、
「
最
悪
の
事

態
を
設
定
し
、
脆
弱
性
評
価

の
結
果
を
踏
ま
え
、
リ
ス
ク

シ
ナ
リ
オ
に
応
じ
た
取
組

み
の
方
向
を
検
討
し
、
今

後
本
町
の
国
土
強
靭
化
に
向

け
た
施
策
の
推
進
を
行
う
」
と

な
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
伊
賀
川

（
須
恵
）
、
田
頭
川
（
深
田
）

の
内
水
氾
濫
区
域
に
対
す
る
被

災
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

　

町
の
管
理
河
川
の
伊
賀
川

に
よ
る
浸
水
被
害
が
寺
池
地

問

農
林
振
興
課
長

問

森園カントリーパーク隣の沈砂池

問

建
設
課
長

農
林
振
興
課
長

小
こ み た

見田　和
かずゆき

行 議員

あさぎり町の治山、治水は
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先
日
石
田
橋
の
状
況
等
を

建
設
課
長
と
確
認
し
経
過
等

も
聞
い
て
い
る
が
、
橋
の
改

修
だ
け
で
６
，
０
０
０
万
円

（
平
成
元
年
積
算
）
と
い
う

金
額
が
出
て
い
た
よ
う
だ
。

今
は
免
田
川
右
岸
側
の
護
岸
整

備
、
道
路
の
取
り
付
け
等
で

か
な
り
の
金
額
に
な
る
。
地
域

の
方
と
意
見
交
換
等
も
行
っ

て
様
子
を
見
て
い
く
。

他
の
質
問

・
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て

　

旧
上
庁
舎
解
体
後

周
辺
と
の
一
体
的
な
取

り
組
み
を
構
築
し
て
の
整
備
計

画
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

現
時
点
で
は
旧
跡
地
の
有

効
活
用
を
目
的
と
し
た
新
た

な
公
共
施
設
の
整
備
計
画
は

な
い
が
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
調
査
委
員
会
・
公
有

財
産
利
活
用
審
議
会
・
町
づ

く
り
審
議
会
等
を
通
じ
て
検

討
を
進
め
て
い
く
。

　
白
寿
荘
の
一
部
を
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
事
務
所
と
い
う
こ
と
で
使
用

し
て
い
る
が
、
経
緯
と
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
。

　

農
村
女
性
の
家
に
事
務
所

が
入
っ
て
い
た
が
、
昨
年
度

中
に
移
転
の
必
要
が
あ
る
と

い
う
事
で
移
転
先
を
探
す
中

白
寿
荘
も
高
齢
福
祉
課
の
所

管
と
い
う
こ
と
か
ら
使
用
さ

れ
て
い
な
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
検
討
の
結
果
、
町
長
決

裁
を
受
け
移
転
し
た
。
契
約

は
１
年
ご
と
と
い
う
事
だ

が
、
支
障
が
な
い
場
合
は

延
長
す
る
よ
う
な
契
約
に

な
っ
て
い
る
。

　
議
場
に
つ
い
て
、
あ

さ
ぎ
り
町
公
共
施
設
個

別
施
設
計
画
で
は
議
会
議
場
と

複
合
し
て
い
る
上
校
区
公
民
館

も
廃
止
、
解
体
す
る
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
様
々
な
団
体
が
活

動
の
拠
点
と
し
て
利
用
し
て
き

た
上
地
区
の
公
民
館
の
復
元
に

つ
い
て
、
要
望
書
が
連
名
に
て

提
出
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
た

い
な
い
精
神
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
も
っ
た
い
な
い
ど
う
に

か
残
し
て
ほ
し
い
。
上
校
区
の

中
心
、
こ
こ
が
真
ん
中
、
こ
こ

に
地
区
の
住
民
が
集
う
場
所
が

欲
し
い
気
持
ち
が
あ
る
。
唐

突
の
発
言
で
あ
る
が
、
ひ
と

つ
の
提
案
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
要
望
書
と
共
に
ご
検

討
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

第
１
案
と
し
て
代
替
え
案

と
い
う
も
の
を
考
え
て
い

る
。
極
力
公
共
投
資
を
避
け
た

い
と
い
う
考
え
も
あ
る
の
で
庁

内
で
も
検
討
し
、
納
得
い
く
形

を
見
い
だ
し
て
い
く
。

　
石
田
橋
に
つ
い
て
修

復
の
考
え
は
。

問

高
齢
福
祉
課
長

問

町

長

町

長

問

解体される予定の議場

問

町

長

皆
みなごし

越　てる子
こ

 議員

旧上庁舎解体後の計画
及び周辺整備計画は
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７
，
６
４
３
円
。
振
り
込
み
手

数
料
が
２
１
６
万
１
，
９
７
０
円
。

　
近
隣
で
は
、
ひ
と
り

あ
た
り
の
額
面
が
１
万

円
ま
た
は
１
万
２
，
０
０
０
円

の
交
付
も
あ
っ
た
。
経
費
面
を

考
慮
し
て
、
回
当
た
り
の
利
用

額
面
を
増
や
す
、
ま
た
は
交
付

回
数
を
減
ら
す
と
い
う
考
え
は

な
か
っ
た
の
か
。

　

国
か
ら
市
町
村
に
配
分
さ

れ
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

で
事
業
を
行
っ
て
き
た
。
生

活
応
援
券
以
外
の
事
業
に
も

利
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
事

か
ら
、
５
，
０
０
０
円
で
発
行

し
た
。
令
和
５
年
度
は
65
・
１

％
を
配
分
し
て
い
る
。

　
登
録
店
舗
の
方
が
換

金
さ
れ
る
時
に
、
応
援

券
の
一
枚
一
枚
に
社
判
を
ス

タ
ン
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
は
。

　

大
変
面
倒
な
作
業
で
は
あ

る
が
、
間
違
い
の
な
い
証
明

が
必
要
な
た
め
お
願
い
し
て

い
る
。

　
使
用
開
始
日
の
８
月

１
日
か
ら
２
週
間
以
上

の
配
達
遅
延
と
な
っ
た
理
由

と
は
。

　

大
き
な
理
由
は
４
月
の
町

長
選
挙
の
関
係
で
、
必
要
な

費
用
を
６
月
議
会
に
補
正
予

算
と
し
て
計
上
し
た
事
で
あ

る
。
議
決
後
す
ぐ
に
発
注
業

務
等
の
依
頼
を
し
た
が
、
今

回
は
１
回
目
の
配
達
終
了
が
８

月
15
日
と
な
っ
た
。
不
在
者
に

は
２
回
配
達
を
行
い
、
不
在
票

を
投
函
。
郵
便
局
に
再
配
達

の
連
絡
を
入
れ
て
も
ら
う
手

続
と
し
た
た
め
タ
イ
ム
ラ
グ

が
発
生
し
た
。

　
数
年
に
及
ぶ
疫
病
の

影
響
や
、
予
断
を
許
さ

な
い
物
価
高
騰
で
停
滞
し
て

い
る
地
域
経
済
活
動
の
振
興

と
町
民
生
活
の
支
援
を
目
的

と
し
て
７
回
目
の
生
活
応
援

券
交
付
事
業
が
行
わ
れ
た
。

今
回
は
地
区
に
よ
っ
て
手
元

に
届
く
タ
イ
ム
ラ
グ
が
非
常

に
大
き
く
、
一
部
の
住
民
か

ら
は
不
満
の
声
が
上
が
っ
て

お
り
、
ま
た
取
扱
い
加
盟
店

か
ら
も
応
援
券
の
材
質
や
換

金
時
の
プ
ロ
セ
ス
改
善
の
要

望
な
ど
も
あ
る
。
交
付
事
業

の
状
況
は
。

　
令
和
２
年
８
月
の
第
１
回
目

交
付
か
ら
６
回
目
ま
で
の
延
べ

対
象
者
数
は
10
万
３
，
９
２
９

名
。
現
在
の
事
業
者
数
は

１
８
９
店
舗
で
余
り
増
減
は

な
い
。　

交
付
に
関
わ
る
応
援

券
の
印
刷
や
配
送
手
数

料
な
ど
毎
回
発
生
し
て
い
る

経
費
は
。

　

６
回
目
ま
で
の
費
用
合
計

は
、
印
刷
費
が
５
７
９
万
円
。

郵
送
料
は
１
，
６
８
８
万

問

問

問

　
あ
り
が
た
商
品
券
は

発
売
初
日
以
降
に
支

所
で
購
入
が
で
き
る
。
応
援

券
の
再
配
達
に
係
る
手
続
き

を
、
各
支
所
で
の
受
け
取
り

に
す
る
事
は
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

　

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
町

民
の
移
動
の
手
間
や
各
支
所

の
窓
口
業
務
の
混
乱
を
考
慮

し
、
直
接
手
渡
し
が
で
き
る

『
ゆ
う
パ
ッ
ク
』
を
決
め
た
。

　

６
月
補
正
の
予
算
通
過
後

に
、
担
当
課
よ
り
応
援
券
交

付
事
業
の
時
期
を
ず
ら
す
相

談
が
あ
っ
た
が
、
ぜ
ひ
盆
前

に
は
発
行
す
る
よ
う
に
と
お

願
い
し
た
手
前
、
準
備
期
間

が
足
り
な
か
っ
た
。
配
達
遅

延
と
い
う
結
果
が
生
ま
れ
た

こ
と
に
非
常
に
責
任
を
感
じ

て
い
る
。
今
後
の
交
付
金
等

の
使
い
道
は
さ
ら
に
検
討
し

住
民
の
方
の
た
め
に
な
る
事

業
を
中
心
に
進

め
て
い
く
。

企
画
政
策
課
長

問企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

問企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

問企
画
政
策
課
長

町

長

配達遅延となった第７回目の生活応援券

難
な ん ば

波　文
あ や み

美 議員

物価高対策『生活応援券』
交付事業は
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〇
8
月
17
日
（
木
）

付
託
案
件
に
つ
い
て
の
調
査
及
び
審
査

（
財
政
課
）

①
国
に
対
し
、
的
確
請
求
書
等
保
存
方

　
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
延
期
・

　
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て

※
役
場
職
員
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
関

　

す
る
全
体
研
修
が
本
庁
舎
会
議
室
で

　

行
わ
れ
た
の
で
、
本
常
任
委
員
会
委

　

員
も
そ
の
研
修
に
参
加
し
た
後
に

　

場
所
を
本
会
議
場
議
員
控
室
に
移
し

　

て
審
査
を
し
た
。

　

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
悪
い
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
」
と
い
う
意
見
で
一
致
し

た
が
、
実
際
の
現
場
の
状
況
を
聞
き
取

り
結
論
を
見
出
す
事
と
し
た
。（

建
設
課
）

②
田
頭
川
堤
防
の
道
路
に
関
す
る
要
望

　
書
に
つ
い
て

　

※
委
員
長
か
ら
本
委
員
会
が
把
握
し

　

て
い
る
現
場
の
実
情
と
地
元
の
方
々

　

の
実
情
が
少
々
違
っ
て
き
て
い
る
と

　

の
説
明
が
あ
っ
た
後
審
査
を
し
た
。

　

町
も
議
会
も
地
元
に
寄
り
添
い
な
が

ら
最
終
的
に
は
「
住
民
協
働
に
よ
る
環

境
資
材
等
支
給
条
例
」
に
基
づ
き
整
備

し
て
も
ら
う
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
出
た
が
、
ま
だ
結
論
を
見

出
す
ま
で
に
は
至
っ
て
な
い
。

〇
8
月
24
日
（
木
）

所
管
事
務
の
調
査
（
13
件
）

（
企
画
政
策
課
）

①
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
に

　

つ
い
て

　
業
者
の
選
定
や
実
施
地
区
の
選

定
の
方
法
が
不
透
明
で
は
な
い
か
。

　

地
域
の
経
済
効
果
を
考
え
て
地

元
の
業
者
が
有
利
と
考
え
る
。
実
施
地

区
は
、
最
初
は
岡
原
と
深
田
地
区
だ
が

そ
こ
で
実
証
が
で
き
れ
ば
、
先
で
は
町
全

体
に
広
げ
て
い
く
と
の
考
え
で
あ
る
。

（
上
下
水
道
課
）

②
自
然
災
害
に
係
る
あ
さ
ぎ
り
町
水
道

　
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料
の
減
免
に

　
関
す
る
要
綱
に
つ
い
て

　
災
害
時
に
お
い
て
、
断
水
等
減

免
の
地
域
に
つ
い
て
の
調
査
は
職
員
に
よ

る
現
地
確
認
が
詳
細
に
で
き
る
の
か
。

　

職
員
に
よ
る
詳
細
な
調
査
に

は
限
度
が
あ
る
と
考
え
る
。
最
終
的
に

は
、
管
理
者
が
適
正
な
判
断
に
よ
る
範

囲
で
行
う
こ
と
に
な
る
。（

農
林
振
興
課
）

③
上
球
磨
射
撃
場
老
朽
化
対
策
事
業

　

に
伴
う
補
助
金
の
要
望
に
つ
い
て

（
内
容
）

　

こ
の
施
設
は
、
有
害
鳥
獣
駆
除
の
技

術
向
上
に
も
関
わ
る
施
設
で
あ
り
、
自

己
負
担
額
を
除
い
た
不
足
分
を
上
球
磨

4
か
町
村
か
ら
補
助
金
を
お
願
い
す
る

も
の
。　

猿
の
被
害
の
対
策
で
は
、
空
気

銃
が
有
効
と
聞
く
が
、
価
格
が
高
額
な

の
で
そ
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

　

有
効
な
情
報
と
し
て
、
今
後
課

内
で
協
議
を
し
た
い
。

　

そ
の
他
各
課
よ
り
令
和
5
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
5
号
）
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
審
議
し
た
。

答 問問

問

答

答

審
査
の
意
見

審
査
の
意
見

老朽化している射撃場

要望が出ている田頭川の両岸の道路
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（
健
康
推
進
課
）

②
健
幸
運
動
教
室

　

参
加
者
が
多
く
、
生
き
生
き
と
活
動
さ

れ
、
実
年
層
の
方
も
多
く
健
康
に
対
す
る

意
識
向
上
に
非
常
に
貢
献
し
て
い
る
。

（
教
育
課
）

③
中
学
校
長
寿
命
化
改
修
事
業

　

進
捗
率
23
・
１
％
（
８
月
17
日
現

在
）
、
騒
音
等
が
気
に
な
る
。
プ
レ
ハ

ブ
校
舎
の
内
容
も
気
に
な
っ
た
。

④
丸
池
の
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ

　

町
の
花
で
あ
る
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
の
生

存
、
存
続
を
い
か
に
確
保
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
。
環
境
の
変
化
に

今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
専

門
家
を
入
れ
検
討
し
て
い
く
こ
と
。

〇
8
月
24
日
（
木
）

（
教
育
課
）

①
公
民
分
館
建
設
の
今
後
の
方
針
に
つ

　
い
て

　
教
育
課
よ
り
、
町
長
出
席
の
も
と
説

明
が
あ
っ
た
。

　
行
政
区
の
統
合
問
題
・
建
設
時
の
区

負
担
額
の
件
・
避
難
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
機
能
等
と
い
っ
た
様
々
な
意
見
が
あ

り
、
一
度
整
理
し
て
委
員
会
の
意
見
を

踏
ま
え
、
再
度
提
示
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
た
。

　
そ
の
他
に
各
課
よ
り
令
和
５
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
審
議
し
た
。

〇
８
月
２
日
（
水
）

（
生
活
福
祉
課
）

①
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
給
付
方
法
変

　
更
に
つ
い
て

　
前
回
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
申

し
込
み
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
が
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
請
シ
ス
テ
ム

は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
る
の

か
。
準
備
期
間
も
あ
る
の
で
、
周
知
も

徹
底
し
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
。

　

ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
請
シ
ス
テ

ム
は
、
現
物
給
付
に
な
っ
て
も
償
還

払
は
必
要
と
な
る
の
で
、
そ
の
辺
も
含

め
て
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
事
務
委
託
料
は
発
生
す
る
の
か
。

　

現
物
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り

国
保
連
、
支
払
基
金
に
対
し
、
1
件
当

た
り
の
単
価
に
よ
り
支
払
い
を
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　
子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
き
て
い

る
が
、
従
来
か
ら
比
較
し
て
ど
れ
位
の
医

療
費
の
伸
び
を
予
想
し
て
い
る
か
。

　

現
物
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
高

校
生
ま
で
現
在
受
給
資
格
を
伸
ば
し
て

い
る
の
で
、
試
算
を
し
た
と
こ
ろ
、
伸

び
率
は
１
・
３
倍
程
度
。
コ
ロ
ナ
前
の

令
和
元
年
度
の
決
算
額
が
５
，
１
０
０

万
円
程
度
。
伸
び
率
を
掛
け
る
と

５
，
８
０
０
万
円
程
、
７
０
０
万
円
程

医
療
費
が
伸
び
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

〇
８
月
17
日
（
木
）

管
内
現
地
視
察

（
生
活
福
祉
課
）

①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
３
ヶ
所

　

（
Ｊ
Ａ
く
ま
木
綿
葉
学
童
ク
ラ
ブ

　

ま
ど
か
学
童
ク
ラ
ブ
、
上
学
童
ク

　

ラ
ブ
）

　

人
数
と
部
屋
の
広
さ
で
、
学
童
達
が

怪
我
の
な
い
保
育
が
運
営
出
来
る
よ
う

話
し
合
い
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
。

答 問答問答 問

審
査
の
意
見

審
査
の
意
見

審
査
の
意
見

審
査
の
意
見

審
査
の
意
見

夏休みのまどか学童クラブの様子

絶滅の恐れがあるリュウキンカ
（令和５年10月撮影）

建て替え予定の井上区公民分館
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〇
６
月
22
日
（
木
）

　
場
所
：
熊
本
県
町
村
議
長
会
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
自
治
会
館
）

①
議
員
請
負
緩
和
（
３
０
０
万
円
を
上
限
と
す

　
る
）
と
政
治
倫
理
条
例

②
議
員
間
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

③
長
期
離
職
（
疾
病
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
長

　
期
間
議
会
の
会
議
を
欠
席
す
る
）
に
お
け
る

　
報
酬
等
の
減
額
、
支
給
停
止
及
び
不
支
給

④
全
員
協
議
会
等
へ
の
出
席
時
費
用
弁
償
支
払
い

⑤
議
会
解
散
（
議
員
と
町
長
の
選
挙
を
同
時
に

　
実
施
す
る
）
に
関
し
て
議
会
基
本
条
例
の
一

　
部
改
正

⑥
全
員
協
議
会
の
あ
り
方

　
発
議
検
討
課
題
を
事
前
に
送
付
し
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
見
解
、
助
言
な
ど
を
い
た
だ
く
内
容

で
進
め
た
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
レ
ク

チ
ャ
ー
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
執
行
部
と
の

円
滑
な
運
営
に
結
び
付
け
る
一
助
と
な
る
こ
と

を
確
信
し
た
。

〇
8
月
29
日
（
火
）　
第
3
回
定
例
会

　
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
が
８
月
29
日
に
開

会
し
、
４
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
の

後
に
議
案
８
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
の

議
案
も
全
会
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
た
。

一
・
令
和
４
年
度
病
院
事
業
、
介
護
老
人

保
健
施
設
事
業
及
び
総
合
検
診
セ
ン
タ
ー

事
業
会
計(

収
入
支
出)

利
益
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
な
ど
へ
の
職
員

の
皆
さ
ん
の
努
力
も
あ
り
、
１
日
平
均
入

院
患
者
数
１
４
５
・
３
人
、
外
来
患
者
数

４
１
０
・
５
人
な
ど
の
実
績
に
よ
り
、
病

院
事
業
で
４
億
４
７
２
７
万
９
，
５
５
６

円
の
純
利
益
と
な
る
な
ど
、
３
事
業
合
計
で

４
億
３
９
７
３
万

６
，
６
０
９
円
の
純

利
益
と
な
っ
た
。

〇
８
月
25
日
（
金
）　
第
３
回
定
例
会

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

は
、
執
行
部
の
補
足
説
明
を
受
け
た
後
、
質
疑

採
決
を
行
い
原
案
通
り
可
決
。

　
令
和
４
年
度
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
会

計
管
理
者
に
よ
り
決
算
書
の
補
足
説
明
、
及
び

代
表
監
査
員
か
ら
の
決
算
審
査
意
見
書
の
報
告

を
受
け
た
後
、
追
加
日
程
第
一
令
和
４
年
度
決

算
特
別
委
員
会
の
設
置
が
提
案
さ
れ
、
８
名
の

委
員
会
が
選
任
さ
れ
、
決
算
の
認
定
が
付
託
さ

れ
た
。

〇
９
月
28
日
（
木
）
〜
29
日
（
金
）

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

公立多良木病院企業団議会

議
会
運
営
委
員
会
の
研
修

菊池広域連合クリーンの森合志
焼却場視察の様子

令和５年度
人吉球磨広域行政組合

議会議員視察研修
（合志市他）

講
師 

古
家　
洋
介

　
　

 

熊
本
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　

 

事
務
局
長
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　球磨村は、ゼロカーボンシティ宣言を令和 3年 6月におこない、電動スクールバス実施事業
や自家消費型太陽光発電と蓄電池を導入、被害公営住宅と、森林組合製材所、公共施設学校等
に設置していた。事業主体となっている㈱球磨村森電力は、事業収益の１％を村へ還元。また
「森電力エコチェンジ商品券」を発行し、地域経済循環への貢献をしていた。
　あさぎり町も脱炭素先行地域に選定され、令和 5年度から実現性の観点から先行地域を岡原・
深田の２地区を対象として事業が計画されている。しかし選定されるまでの計画や今後の取り
組みについて、議会を始め町民の理解が得られていない状況である。ゼロカーボンニュートラ
ルに向けた取り組みは、全町民の理解と協力なくしては進展しない。

全員協議会視察研修
9月14日、球磨村の「脱炭素×創造的復興」によるゼロカーボンビレッジ創出事業を視察

令和5年度町村議会広報研修報告
　令和５年 9月 26日（火）、町村議会広報研修会が
東京都千代田区大手町の日経ビル 3階日経ホールに
て開催された。
　研修会は、３部門に分かれ
「広報担当者が知っておきたい法律知識」
　　　　　　　　　　　　　弁護士　玉置菜々子氏
「なるほどそうか・・・知ってよかった！
　読者を夢中にさせる広報紙づくり基礎の基礎！」
　　　　　　　　メディアプランナー　白木一誠氏　
「パッと伝わる広報紙に！　やってはいけないデザイン講座」
　　　　グラフィックデザイナー　平本　久美子氏
を表題に、それぞれ専
門家の観点から広報紙
を発行するうえでの注
意点や、読者に解りや
すくする為の工夫・技
法等が示された。

太陽光発電を利用した乾燥施設製材所の屋根の上に設置された太陽光パネル

白木一誠氏による講義の様子

松村祥史国家公安委員長
　　　　　　表敬訪問及び要望

令和５年9月 27日（水）

　電話による詐欺事件や電動キック
ボードによる事故等の対策、防災担当
大臣も兼務されているので、町の治水・
治山対策及び災害復旧を早急に実施し
ていただくよう要望した。

あさぎり町は岡原・深田を対象として推進
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月　日 行　事 出席者

７　
月

3日（月） 議員懇談会・全員協議会 全員

10日（月）〜11日（火）議員視察等研修（10日）デジタル田園都市国家構想等（11日）ツムラ茨城工場 全員

12日（水） 広報調査特別委員会 広報調査特別委員
13日（木） 郡定例議長会〔山江村役場〕 議長
14日（金） 三期成会及び川辺川ダム建設促進協議会総会〔華の荘〕 議長
18日（火） 全員協議会・第3回会議・広報調査特別委員会 全員
20日（木） 令和4年度くま薬草生産組合総会〔せきれい館〕 議長

26日（水） 県議長会主催　常任委員長・議会運営委員長研修〔オン
ライン〕

議会運営委員
議長・副議長

27日（木） 広報調査特別委員会 広報調査特別委員

８　
月

1日（火） 議員懇談会・全員協議会 全員

2日（水） 厚生文教常任委員会 厚生文教常任委員
議長

7日（月） 全員協議会・第4回会議 全員
10日（木） 上球磨正副議長会〔多良木町役場2階〕 議長・副議長
11日（金） あさぎり町文化協会役員研修会・懇親会〔彦六〕 議長

17日（木） 厚生文教常任委員会（町内現地視察）・総務建設経済常任
委員会（インボイス） 全員

21日（月） 郡定例議長会〔地域振興局〕 議長
22日（火） 正副議長研修会〔自治会館2階講堂〕 議長・副議長
23日（水） 医療連携講演会〔公立多良木病院〕 議長・副議長

24日（木） 全員協議会・厚生文教常任委員会・総務建設経済常任委
員会 全員

28日（月） 全員協議会・第5回会議・公共施設マネジメント調査特
別委員会 全員

30日（水） 議員懇談会・全員協議会 全員

31日（木） 議会運営委員会 議会運営委員
議長・副議長

９　
月

5日（火） 全員協議会・9月定例日開会〜15日まで 全員
6日（水） 広報調査特別委員会 広報調査特別委員
7日（木） 議会運営委員会・全員協議会 全員
8日（金） 議会活性化特別委員会・全員協議会 全員
13日（水） 金婚夫婦表彰式〔ポッポー館〕 議長

14日（木） 公共施設マネジメント調査特別委員会・全員協議会〔球
磨村役場〜森林組合〕・議会運営委員会 全員

15日（金） 議会運営委員会・全員協議会 全員
16日（土） 熊本県民体育大会応援〔大津高校　他〕 議長
22日（金） 郡定例議長会〔錦町役場3階〕 議長
25日（月） 高橋正重翁祭典並びに墓前祭〔菅原高橋神社〕 議長

26日（火）〜27日（水）（26日）議会広報委員研修会〔東京・日経ホール〕（27日）松村祥史国家公安委員長表敬訪問
広報調査特別委員

議長
30日（土） まこと保育園落成式 厚生文教常任委員

議長

議員は何しとっと？ 議会の動き
（７月〜10月）
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月　日 行　事 出席者

10　
月

2日（月） 議員懇談会・全員協議会・公共施設マネジメント調査特
別委員会 全員

4日（水） 全員協議会・第7回会議 全員

6日（木） 広報調査特別委員会・熊本県町村議会議員研修会〔オン
ライン〕・公共施設マネジメント調査特別委員会 全員

10日（火） 多良木町議会視察受入れ（議会中継関係） 議長
11日（水） 郡定例議長会〔相良村体育館会議室〕 議長
12日（木） 広報調査特別委員会 広報調査特別委員
14日（土） 笑祭 議長

16日（月） 全員協議会・公共施設マネジメント調査特別委員会・人吉・日
向間一般国道整備促進期成会同盟会総会〔ホテルひまわり荘〕 全員

17日（火） 郡町村議会議員親善グラウンドゴルフ大会・交流会〔多
良木町世代間交流グラウンド〕 全員

18日（水） 第72回球磨畜産共進会〔球磨家畜市場〕 全員
20日（金） 全員協議会・第８回会議 全員
22日（日） 第21回あさぎり町文化・芸術祭 議長

24日（火） 監査委員会全国研修〔東京　LINE　CUBE　SHIBUYA〕
広報調査特別委員会

議選監査委員
広報正副委員長

26日（木）〜27日（金）常任委員会研修（26日）宇土市・美里町　（27日）阿蘇市・小郡市 全員

28日（土） 令和５年度百太郎水戸神社秋季祭典 議長

30日（月） 厚生文教常任委員会 厚生文教常任委員
議長

31日（火） 森林・林業・林産業活性化九州大会〔熊本城ホール〕 議長・副議長

傍聴者の声
〜第６回会議（９月８日）〜

「傍聴者の声」コーナーを設けました。多くの町
民の皆様の声を掲載してまいります。ご協力よろ
しくお願いいたします。

２年　吉村　藍璃
　議会の内容については、少し難しい部分
もあったのですが、補助金やサービスにつ
いて一つ一つ細かく説
明されていたので、お
金がどう流れているの
か把握しやすいと思い
ました。この経験を今
後に生かしていきたい
です。

２年　後藤　崇宏
　国からの補助金があったりそれがどう使
われているかがわかりました。傍聴する人

に資料がなく少し
分かりにくかった
ですが、気軽に見
れて勉強になるの
で見に行ってほし
いです。

２年　黒川　凛々亜
　障がい者の方や育
児、高齢者の方への補
助金が多いように感じ
ました。大学への進学
で奨学金を最低でも四百万は借りないとい
けないのに、補助金十万円はすこし少ない
と感じました。出産や子供への補助金が多
く、未来の事も考えて良いなと思いました。

２年　岸田　空海
　今回は、補助金
についての説明を
聞きました。児童
のいる家庭への補

助金もいろいろな補助金があって驚きまし
た。児童を預けれる施設も増えたらいいな
と思いました。貴重な体験ができました。
今後は住民として目を向けてみたいです。

球磨中央高校の生徒さん
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町内の方々に寄稿していただきました

　令和２年７月豪雨、記憶に新しい。この未曾有の大災害を目
の当たりし、皆さんは防災に対する気持ちに変化は?防災や災害
と聞くと何だか難しい、堅苦しい、消防や役所がどうにかして
くれるという意見も多い。
　しかし、数十年に一度の災害は、今や毎年のようにそして何
回も起きている。そのような中で自治体や住民に問われる防

災・減災とは何か、官民一体となり考えていくことが急務である。私は、熊本地震を機に防
災士の資格を取得し、地域防災について町内の防災士と話し合ったり自らも災害備蓄品を用
意したり対策をしている。先に述べたように、防災と聞くといざ行動に移すのは簡単ではな
い上に、防災に対する町と町民との間に温度差がある一方で、自主防災組織で防災計画を策
定した地区もある。
　防災に対する意識を一気に加速することは難しいが、地区で清掃活動レクリエーションを
する際に少しの時間でも良いので、災害時に自分たちがどの様に行動するか話す機会から始
めては良いのではないだろうか。
　災害リスクは住んでいる地域によって異なるため、ひとつとして同じ被害になるとは限ら
ない。住んでいる地区、職場、出先ではどんな災害でどのようなリスクがあるのか防災マッ
プには詳しく記載されているため、使えるはツールすべて使って防災に対する意識を少しず
つでも良いので高めてほしいと考える。
　町としても、町民が防災用品を購入する際に補助を出して頂くなど制度を策定すれば、意
識的に防災に備えようと行動する町民も増えるのではないだろうか。しかし、備えで終わり
ではなく、持続可能な防災行動につなげるために、住民参加型の防災訓練の充実化、住民主
体の避難所運営のレクチャーなど「公助」を安心材料にすることからプラスαで「自助」
「共助」で発災直後を乗り切ること出来るように設備や制度を設けて頂きたい。

防災月間に思う

★お願い★ 「議会広報」の腕章をした議員が、写真撮影等でお伺いして取材します。
議会広報に載ることがあります。ご理解とご協力をお願いします。
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あさぎり町誕生20周
年を祝う祭り
「笑祭」でのダンス

球磨・人吉中体連駅伝競走大会
あさぎり中学校
男子　優勝
女子　２位

　このコーナーは町民の皆さまから議会に対す
る事や町への要望を寄稿していただき、作成し
ています。議員が依頼に伺った際は、ご協力を
お願いいたします。

免田地区（久鹿）深田仁王地区出身 椎葉　悠太さん
しいば ゆうた
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■表紙の写真について


